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🌍🌍地球温暖化防止活動推進センター通信🌎🌎

長野県は、第 11期の長野県地球温暖化防止活動推進員（任期：2023年 6月
1日～2025年 5月 31日）として、10代～80代までの 43名に委嘱しました。 
委嘱式は 6月 16日に長野市生涯学習センターで行われ、推進員を代表して松

本市の山本喜昭さんに、県環境部 高倉明子次長から委嘱状が手渡されました。 
続く研修会では、一般社団法人 地球温暖化防止全国ネット事務局長 平田裕之
氏に「これからの推進員に求められること」について基調講演をしていただきました。 
長野県ゼロカーボン戦略、県センター事業の説明の後、「ゼロカーボンに向けた 
具体的な行動をするにはどうしたらよいのか」についての
グループディスカッションも行われ、活発な意見交換の場
となりました。 
推進員は“地球温暖化対策のナビゲーター”、出前講座

などのご希望は県センターまでお問い合わせください。
 
 

環境出前講座は、新型コロナウイルス感染症
の蔓延を受けて 3年間、中止や延期となってい
ましたが、今年に入って盛んに開催されるよう
になってきました。 

4 月 20 日には「家庭でできる温暖化対策出
前講座」が、松代公民館で地元の皆さんを中心
に開催され、30名の参加がありました。参加さ
れた方は熱心にメモを取られるなど関心の高さ
を感じました。【写真左】 

4 月 29 日には長野市立博物館で「科学おも
ちゃ体験」と題して色々な発電実験や省エネ実験 

機器を体験していただきました。手回し発電機
を使ってLEDと白熱球の比較体験をした親子は、
白熱球の方がハンドルが重くなることに驚いた
様子でした。小型デジタル地球儀「スフィア」の
実演では、地球の今の雲の様子や過去の地震の
データなどを解説しました。質問を沢山投げか
ける子どももいて、楽しい出前講座となりまし
た。参加者は大人 31名、子ども 27名、合計 58
名でした。秋にもまた開催したいと考えていま
す。【写真右】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 期県推進員委嘱式・研修会が行われました

市センター 久しぶりの出前講座

🎦🎦｢｢ゼゼロロカカーーボボンン｣｣にに向向けけたた CMココンンテテスストト
脱炭素社会に向け、

ライフスタイルの転換をよびかける
30秒 CM動画をつくりませんか？

どなたでも参加できます。
個人・グループは問いません。

最優秀作品は長野朝日放送で放映予定!
詳しくは信州環境カレッジHPへ。
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4月29日、飯田市・ムトスぷらざで行われた、
海洋ごみ問題を考えるカードゲーム「CHANGE 
FOR THE BLUE」体験会に参加しました。 
参加者はまず、農家や漁師、役場、工場など 12
の班に分かれます。私が所属した「メディア」は
3人。前の席には「木こり」が 2人。 
予め配られた「仕事カード」と
「生活カード」各 8 枚からどの
カードを使うか班で話し合って
決めます。 
「仕事カード」「生活カード」
を 1枚ずつ選んで“事務局”に持
って行くと、カードに書かれた行
動が実行されたとみなされます。
「仕事・生活カード」に対応する
「リザルトカード」の指示に従
い、ホワイトボードの「まちの状
況を表すメーター（市民意識／技
術／便利さ／ごみ・よごれ）」の 
マグネットを付けたり取ったり、変化させます。 
これを全チームで 4回繰り返し、最終的に“海
ごみゼロ”を目指します。 

ゲーム開始時には「市民意識」が低く、「ごみ・
よごれ」が多い状態。我々メディア班は、まずは
広く発信しなければと考え、「環境問題をSNSや
動画で伝えよう」を選びました。 

2回目、「市民意識」が高まってきていたので、
「外国の様子を伝えよう」を選択しましたが、
「ごみ・よごれ」が多かったため、どのメーター 
 

にも影響を与えられませんでした。まだ、国内の
現状を伝えることを優先すべき時期でした。 
このカードを今実行するとどういう影響があ

るか、リザルトカードを見るまでわかりません。
まちの状況を踏まえつつ、あれこれ予想しなが
ら対策を講じるのは、現実に近いと感じました。 

最後、「ごみ・よごれ」が 1つ
残って終わりそうでしたが、「市
民意識」「便利さ」「技術」全て高
かったので、「プラスチック製品
は使わない」という究極の厳しい
カードを使うことを決め、目標を
達成することができました。 

先進 7 ヶ国（G7）気候・エネ
ルギー・環境相会合で、海洋プラ
スチックごみによる新たな汚染
を 2040 年までにゼロにする目
標で合意しましたが、残り僅か
17年！対策が急務であることを 

切実に感じた 2時間でした。 
（県センター 田中陽子） 

 

―海なし県･信州から海洋ごみ問題を考える―
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 カードゲーム体験記

あなたも CHANGE FOR THE BLUE カードゲーム を体験してみませんか？
信州環境カレッジ主催講座として、県内 4 ヶ所で、「「海海ななしし県県『『ななががのの』』かからら海海洋洋ごごみみをを考考ええよよ
うう！！」」を行います。カードゲームを通じて、海洋ごみ問題への理解を深め、何が影響するか、自分
は何をすればよいかを参加者全員で考え学びます。海洋ごみ問題に関心のある方、カードゲ
ームに興味のある方、ご参加お待ちしています。 詳しくは信州環境カレッジホームページへ☞ 

7 月 9 日㊐松川町（南信）   7 月 27 日㊍長野市（北信）   東信･中信も計画中！
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